
『
正
治
　
二
　
年
初
皮
百
首
和
歌
』
伝
本
考

は
じ
め
に

「
正
治
二
年
初
度
百
首
和
歌
」
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
、
後
鳥
羽
院

の
下
命
に
よ
っ
て
詠
進
さ
れ
た
百
首
和
歌
で
あ
る
。
詠
出
者
は
、
後
鳥
羽
院
を

始
め
と
し
、
式
子
内
親
王
、
良
経
、
慈
円
、
俊
成
、
定
家
、
家
隆
な
ど
、
当
代

一
流
歌
人
二
十
三
名
か
ら
成
る
一
大
雅
事
で
あ
っ
た
。
本
石
首
は
、
新
古
今
和

歌
集
に
七
十
九
首
も
の
入
集
歌
を
持
つ
点
か
ら
、
ま
た
、
こ
の
百
首
を
契
機
と

し
て
、
御
子
左
家
の
新
進
で
あ
る
定
家
が
後
鳥
羽
院
歌
垣
へ
登
庸
さ
れ
た
と
い

う
点
な
ど
か
ら
、
従
来
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。

こ
の
正
治
二
年
初
皮
百
首
和
歌
を
取
り
上
げ
て
研
究
さ
れ
た
も
の
と
し
て

は
、
有
吉
保
氏
の
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
蓋
と
慧
』
　
（
三
省
堂
、
昭
和
四

三
年
）
、
久
保
田
淳
氏
の
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭

和
四
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
興
味
あ
る
問
題
が
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

私
も
及
ば
ず
な
が
ら
、
本
百
首
の
研
究
を
志
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一

段
階
は
本
文
の
検
討
で
あ
っ
た
。
活
字
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
続

群
宙
類
従
巻
第
三
八
二
所
収
の
も
の
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
研
究
を
進

め
る
こ
と
に
は
二
・
三
の
疑
問
が
あ
っ
た
の
で
、
私
は
、
本
石
首
諸
伝
本
の
調

査
を
進
め
る
か
た
わ
ら
、
校
本
作
成
を
手
が
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
い
く
ぶ

ん
本
石
首
の
伝
本
系
統
ら
し
さ
も
の
が
判
明
し
て
き
た
の
で
、
今
後
の
研
究
の

第
一
歩
と
し
て
、
現
在
の
考
え
を
報
告
し
て
大
方
の
御
批
正
を
仰
ぎ
た
い
と
思

山
　
崎
　
桂
　
子

う
。

l
　
伝
本
と
そ
の
筈
詰

正
治
二
年
初
虻
百
首
和
歌
（
以
下
、
正
治
初
段
百
首
と
す
る
）
　
の
伝
本
状
況

に
つ
い
て
、
ま
ず
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
正
治
初
段
百
首
伝

本
と
は
、
詠
出
者
二
十
三
人
の
百
首
を
ま
と
め
た
も
の
、
い
わ
ゆ
る
編
送
本
正
　
一

治
初
段
百
首
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
個
人
別
の
百
首
（
例
え
ば
、
神
宮
文
鍾
蔵
　
1
2

「
守
党
法
親
王
百
首
」
な
ど
）
や
、
詠
出
者
の
家
集
に
所
収
さ
れ
て
い
る
百
首
　
一

は
こ
の
場
合
含
ま
な
い
。

但
し
、
「
編
震
本
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
私
な
り
に
定
義
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
木
石
首
の
諸
伝
本
は
す
べ
て
各
人
別
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
組
題
百
首
な
ど
で
は
な
い
た
め
、
各
題
ご
と
に
部
類
す
る
と
い
う
作
業
は

睾
冬
り
れ
な
い
。
従
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
態
の
時
点
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
編

芸
と
一
事
っ
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

こ
こ
で
は
、
私
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
き
た
い
。
各
詠
出
者
〇
百
首

が
、
あ
る
服
序
を
も
っ
て
、
一
冊
或
は
何
冊
か
に
綴
じ
ら
れ
た
状
態
を
、
第

一
義
的
に
は
編
藁
と
み
て
、
そ
れ
を
編
㌻
元
と
言
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前

の
、
綴
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
順
序
を
も
っ
て
各
人
の
百
首
が

が
重
ね
ら
れ
た
状
態
、
そ
の
よ
う
な
、
ま
と
ま
っ
た
存
在
を
も
広
義
に
は
編
墓



と
見
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
神
宮
文
拝
蔵
の
「
守
覚
法
親
王
百
首
」
な
ど

が
、
他
の
詠
出
者
の
百
首
と
は
別
に
、
独
自
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

区
別
す
る
意
味
合
い
で
も
あ
る
。

と
は
言
え
、
編
纂
本
の
伝
本
系
統
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
独
自

に
伝
存
す
る
個
人
の
百
首
や
、
家
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
百
首
と
の
か
か
わ
り

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

さ
て
、
現
在
ま
で
に
私
の
調
査
し
え
た
編
基
本
正
治
初
庭
石
首
の
伝
本
は
、

写
本
八
本
、
版
本
一
本
、
活
字
本
（
続
群
む
類
従
巻
第
一
二
八
二
）
一
本
、
計
十

本
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
未
見
の
写
本
が
一
本
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
誌
に
つ
い

て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。

の
宮
内
庁
青
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
・
九
〇
九
）
袋
綬
上
下
二
冊
。
縦
二
八
・

二
糎
、
桟
二
〇
・
七
糎
。
表
紙
は
鳥
の
子
、
繚
色
の
桐
花
文
散
ら
し
。
左

肩
に
題
姦
（
烏
の
子
、
小
短
冊
、
上
部
に
寵
文
）
、
外
題
は
「
正
治
百
首

上
（
下
）
」
。
本
文
料
紙
は
相
と
聖
の
混
漉
き
。
上
冊
塁
付
五
二
丁
、
下

冊
量
付
五
七
丁
。
遊
紙
は
両
冊
と
も
首
尾
各
一
丁
。
一
両
十
二
行
。
一
首

一
行
古
。
霊
元
天
皇
琶
肇
の
題
缶
を
も
つ
禁
裡
本
で
あ
る
。
こ
の
伝
本
は
、

他
の
伝
本
と
異
な
っ
て
、
目
録
（
作
者
一
覧
）
を
持
た
な
い
。
又
、
こ
の

伝
本
の
み
、
次
の
よ
う
な
本
文
と
同
筆
の
識
語
を
有
す
る
。

中
納
言
得
業
信
庶
於
流
布
本
者
無
此
作

者
所
載
戎
本
也
宕
被
追
加
欺
位
署
怨
様

不
審
然
而
依
見
及
昏
人
位
司
之
次
第
以
外

上
下
者
也
後
人
任
目
録
可
令
昏
直
之

画
内
閣
文
橿
蔵
本
（
二
〇
一
・
二
六
二
）
袋
綴
上
下
二
冊
。
縦
二
七
二
一

担
、
桟
一
九
・
四
板
。
表
紙
は
粟
梅
無
地
の
帯
紙
。
左
肩
に
題
賽
、
外
題

は
「
正
治
二
年
百
首
上
（
下
）
」
。
本
文
料
紙
は
楕
紙
。
上
冊
墨
付
六
三

丁
、
下
冊
責
付
六
八
丁
。
遊
紙
は
両
冊
と
も
首
尾
各
一
丁
。
一
面
十
行
。

江
戸
中
期
写
。
租
山
文
庫
本
。
上
冊
首
に
目
録
を
持
ち
、
奥
古
は
な
し
。

以
下
、
内
的
文
机
蔵
甲
本
と
す
る
。

H
内
閣
文
庫
蔵
本
（
二
〇
一
・
二
五
八
）
袋
綴
一
冊
。
綻
二
三
二
二
控
、
坊

一
六
・
九
糎
。
表
紙
は
紺
鼠
色
無
地
の
招
紙
。
左
肩
に
題
芥
、
外
題
は

「
正
治
御
百
首
完
」
。
本
文
料
紙
は
相
紙
。
墨
付
一
四
〇
丁
、
遊
紙
は
な

し
。
一
面
十
行
。
江
戸
中
期
写
。
和
学
講
談
所
木
。
首
に
目
録
を
持
ち
、

奥
古
は
な
し
。
以
下
、
内
閲
文
相
蔵
乙
本
と
す
る
。

⇔
島
原
公
民
館
蔵
松
平
文
庫
本
（
一
三
九
・
四
五
）
袋
綬
上
下
二
冊
。
縦
二

七
・
三
転
、
蹟
一
一
〇
・
〇
糎
。
表
紙
は
烏
の
子
紙
、
標
色
、
牡
丹
唐
葦
空

押
文
様
あ
り
。
左
肩
に
遺
策
。
外
題
は
「
正
治
二
年
百
首
上
（
下
）
」
。

本
文
料
紙
は
棺
と
嬰
の
氾
漉
き
。
上
冊
墨
付
六
三
丁
、
下
冊
揖
付
六
八

丁
。
遊
紙
は
両
冊
と
も
首
昆
各
一
丁
。
一
百
十
行
。
一
首
一
行
事
。
両

冊
と
も
尾
に
「
尚
舎
源
忠
房
」
　
「
文
庫
」
の
印
あ
り
。
江
戸
初
期
写
。
上

冊
首
に
日
録
を
持
ち
、
典
輩
は
な
し
。

㈹
彰
考
館
蔵
本
（
已
一
四
）
袋
綬
上
下
二
冊
。
捉
二
六
・
二
棺
㌢
桟
一
九
・

〇
短
。
表
紙
は
厚
手
の
格
紙
、
延
の
粉
色
地
に
亀
甲
形
花
剣
芸
文
。
左
肩

に
「
正
治
百
首
」
と
墨
青
（
両
冊
と
も
造
岩
剥
離
）
。
本
文
料
紙
は
楕

紙
。
上
冊
益
付
六
三
丁
、
下
冊
責
付
六
八
丁
。
遊
紙
は
両
盟
と
も
首
尾
各

一
丁
。
一
百
十
行
。
一
首
一
行
む
。
江
戸
初
中
期
写
。
上
…
首
に
目
録
を

持
ち
、
奥
書
は
な
し
。

㈹
久
保
田
津
氏
御
所
蔵
本

袋
綬
上
下
二
冊
。
型
一
六
・
八
担
、
績
二
〇
二
二
糎
。
蓑
悪
は
措
紙
、
わ

す
れ
な
草
色
の
無
文
。
左
肩
に
題
等
外
題
は
「
正
治
二
年
百
首
和
歌

上
（
下
）
」
。
本
文
料
紙
は
楕
紙
。
上
相
槌
付
六
三
丁
、
下
冊
墨
付
六
八

13



丁
。
遊
紙
は
な
し
。
一
両
十
行
。
一
首
一
行
欝
。
両
冊
と
も
尾
に
「
阿
波

国
文
庫
」
印
あ
り
。
江
戸
初
期
写
。
上
冊
首
に
目
録
を
持
ち
、
奥
宙
は
な

し
。
『
回
書
総
目
録
』
未
我
の
伝
本
で
あ
る
。
以
下
、
久
保
田
本
と
呼
ば

せ
て
い
た
だ
く
。

肘
勧
修
寺
家
旧
蔵
本

現
在
は
、
京
都
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
古
文
霞
室
の
所
蔵
と
な
っ
て

い
る
。
袋
綬
一
冊
。
綜
一
九
・
四
短
、
枝
一
三
・
六
距
。
表
紙
は
無
文
の

ま
に
あ
い
紙
。
左
肩
に
店
賃
、
外
題
は
「
正
治
百
首
望
」
。
本
文
料
紙

は
琵
紙
。
責
付
一
四
〇
丁
。
遊
紙
は
首
に
一
丁
。
一
面
十
行
。
一
首
一
行

苔
。
首
に
日
録
を
持
ち
、
奥
書
は
な
し
。

田
続
群
青
如
従
本

活
字
本
続
群
書
類
従
巻
第
三
八
二
の
底
本
と
な
っ
た
写
本
で
あ
る
。
宮
内

庁
再
陵
部
蔵
（
四
五
三
二
一
）
。
袋
綴
一
冊
本
。
縦
二
七
・
一
折
、
横
一

九
・
六
短
。
裏
紙
は
持
紙
、
香
色
の
短
文
。
左
肩
に
題
賃
、
外
題
は
「
続

群
再
類
従
三
百
八
十
二
聖
。
表
紙
中
央
に
貼
紙
し
、
「
正
治
二
年
院

御
百
首
」
と
昌
宙
す
る
。
本
文
料
紙
は
桔
紙
。
墨
付
一
三
一
丁
。
遊
紙
は

な
し
。
一
百
十
行
。
一
首
一
行
事
。
朱
の
雷
入
（
本
文
と
同
筆
）
が
あ

る
。
首
に
「
和
学
講
談
所
」
印
あ
り
。
江
戸
後
期
写
。
首
に
目
録
を
持

ち
、
奥
雷
は
な
し
。

川
百
首
部
類
本

元
禄
十
三
年
刊
の
「
首
首
部
類
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
百

首
部
類
は
、
十
五
種
の
百
首
と
目
録
一
冊
か
ら
成
る
が
、
こ
れ
に
は
、
六

二
冊
本
と
二
四
冊
本
と
が
あ
る
。
両
者
は
斑
じ
方
に
よ
る
冊
数
の
違
い
で

あ
っ
て
同
一
の
版
で
あ
る
。

元
禄
十
三
灰
辰
践
孟
春

出
雲
寺
和
泉
持
戒
板

の
刊
記
が
あ
る
。
今
は
、
宮
内
庁
告
陵
部
蔵
本
（
一
五
一
・
二
六
四
）
　
に
よ

る
。
上
中
下
三
冊
本
。
表
紙
は
砥
の
粉
色
地
に
白
の
唐
草
の
刷
文
様
。
縦
二

二
・
四
折
、
精
一
五
・
五
糎
。
左
肩
に
誼
憲
、
外
題
は
「
正
治
院
御
百
首

上
（
中
、
下
）
」
。
題
霹
匡
郭
は
縦
一
五
・
七
担
、
積
三
・
〇
担
。
紙
数
は

上
m
五
六
丁
、
小
冊
三
七
丁
、
下
m
四
八
丁
。
本
文
行
数
十
行
。
柱
刻
は

上
魚
尾
白
ロ
「
正
百
」
、
下
魚
尾
は
な
く
白
丸
。
本
文
匡
郭
は
単
郭
。
上

冊
首
に
日
録
を
持
つ
。
刊
記
は
こ
の
三
相
に
は
な
い
が
、
「
正
治
院
御
冨

首
第
二
度
」
の
尾
に
「
林
和
泉
拉
政
行
」
と
あ
る
。

珂
競
群
衷
如
従
巻
第
三
八
二
所
収
本

田
で
先
述
し
た
宮
内
庁
吉
陵
雷
蔵
の
写
本
「
続
群
裏
恋
従
」
を
活
字
化
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
活
字
本
奥
書
に
、

右
正
治
二
年
院
細
石
首
以
百
首
都
揖
校
合

と
あ
る
の
で
、
活
字
本
の
方
は
写
本
を
版
本
「
百
首
部
類
」
で
校
合
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
、
こ
の
活
字
本
続
群
封
類
従
に
つ
い
て

は
、
『
群
轟
解
題
』
に
井
上
豊
氏
の
解
説
が
あ
る
。
井
上
氏
の
解
説
に

一
二
一
不
審
な
点
が
あ
る
の
で
ふ
れ
て
お
く
。
解
題
で
は
詠
出
者
に
つ
い

て
、
「
日
銀
に
は
良
経
を
後
京
朽
摂
政
と
し
て
出
し
、
別
に
入
遺
左
大
臣

を
あ
げ
て
い
る
が
、
作
品
に
つ
い
て
見
る
と
左
大
臣
と
あ
る
の
は
良
経

で
、
入
道
左
大
臣
と
し
た
の
は
な
く
、
目
録
に
な
い
沙
弥
生
蓮
の
作
が
あ

る
U
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
井
上
氏
の
誤
解
で
、
「
入
道

左
大
臣
」
と
目
録
に
あ
る
の
は
、
実
l
屋
（
沙
弥
静
空
）
の
こ
と
で
あ
り
、

作
品
は
「
沙
弥
静
空
」
の
名
で
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
日
銀
に
な
い
沙

弥
生
蓮
の
作
が
あ
る
U
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
録
に
は
「
師
光
」
で
出
て

い
る
。
従
っ
て
、
日
銀
と
作
品
と
に
相
異
は
な
い
。
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以
上
の
正
治
初
定
石
首
諸
伝
本
の
他
に
、
新
出
の
一
本
が
あ
る
。
『
同
番
総

目
録
』
宋
穀
の
伝
本
で
、
昭
和
五
十
三
年
秋
の
東
京
古
典
会
主
催
『
古
典
椚
下

見
展
観
大
入
札
会
目
録
』
の
図
版
二
重
に
二
四
、
正
治
御
百
首
」
と
し
て

載
せ
て
い
る
写
本
で
あ
る
。
解
説
で
は
「
江
戸
初
期
写
、
色
変
わ
り
文
様
料

紙
、
三
冊
」
と
な
っ
て
い
る
。
写
真
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
推

定
で
き
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

外
題
は
「
正
治
御
百
首
上
（
中
、
下
）
」
。
内
題
は
「
正
治
二
年
御
百
首
」
。

冒
頭
の
後
鳥
羽
院
の
御
製
の
所
が
写
責
で
見
ら
れ
る
が
、
址
作
の
「
御
製
」
と

い
う
作
者
名
の
下
に
「
後
鳥
羽
院
」
と
注
記
す
る
点
や
、
第
四
首
目
の
歌
「
霜ヽ

枯
し
の
へ
の
け
し
き
も
春
く
れ
は
縁
に
移
る
雪
の
下
草
」
の
第
四
句
を
「
縁
に

ヽ

移
る
」
（
第
一
期
は
「
縁
も
移
る
」
）
と
す
る
点
か
ら
見
て
、
後
に
述
べ
る
第
二
期

系
の
伝
本
と
目
さ
れ
る
。
更
に
三
冊
本
で
あ
る
点
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
第
二

類
系
の
一
伝
本
で
あ
る
版
本
百
首
部
類
の
も
と
に
な
っ
た
本
か
と
も
思
わ
れ
る

が
、
未
調
査
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
論
述
は
さ
し
ひ
か
え
た
い
。
（
往
1
）

『
国
事
総
目
録
』
は
こ
の
他
、
正
治
初
投
石
首
と
し
て
、
宮
内
庁
青
陵
部
蔵

二
五
一
二
三
ハ
五
）
の
「
内
裏
九
十
番
歌
合
」
　
「
実
方
朝
臣
集
」
等
と
の
合

経
本
を
あ
げ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
詠
進
者
の
一
人
で
あ
る
讃
岐
の
正
治
初

度
百
首
詠
を
収
め
る
の
み
で
あ
る
。
同
じ
く
、
『
国
事
総
目
録
』
が
掲
げ
る
活

字
本
に
、
列
聖
全
集
票
集
二
所
収
本
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
実
は
後
鳥
羽
院
の
御

詠
の
み
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
如
く
、
今
日
の
と
こ
ろ
、
宮
内
庁
怨
陵
部
木
、
内
閣
甲
本
、

内
閣
乙
本
、
島
原
本
、
形
考
館
本
、
久
保
田
本
、
勧
修
寺
本
、
続
群
む
類
従
本

（
写
本
）
、
百
首
部
類
本
、
続
群
宙
類
従
本
（
活
字
）
と
、
未
見
の
入
札
会
目
録

の
一
本
を
加
え
て
、
十
一
種
の
写
本
、
版
本
、
活
字
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
書
写
著
、
書
写
年
等
の
奥
書
を
持
た
な
い
と
い
う
特

役
が
み
ら
れ
る
。
本
石
首
は
二
十
三
人
の
百
首
の
集
成
で
あ
っ
て
、
先
述
し
た

よ
う
に
、
各
題
ご
と
に
歌
を
部
奴
配
列
す
る
作
業
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
各

人
の
百
首
を
重
ね
て
ゆ
け
ば
、
そ
れ
で
一
本
に
な
る
と
い
う
状
況
が
想
像
で
き

る
。
今
日
伝
存
す
る
よ
う
な
、
何
冊
か
に
綴
じ
ら
れ
た
編
長
本
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
各
人
の
百
首
は
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
で
重
ね
ら
れ
た
形
で

あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
央
む
の
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
肯
け
る
よ
う
な
気

が
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
伝
本
の
形
態
が
伝
写
の
過
程
と
深
く
結
び
つ

い
て
、
現
存
諸
伝
本
を
発
生
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〓
　
諸
伝
本
の
分
類

前
項
で
報
告
し
た
諸
伝
本
は
、
す
べ
て
各
人
別
に
百
首
を
記
載
し
て
お
り
、
一

二
十
三
人
の
百
甘
歌
、
計
二
千
三
百
肯
（
但
し
、
欠
脱
歌
の
あ
る
伝
本
も
あ
る
　
1
5

の
で
、
正
確
に
は
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
）
か
ら
成
る
。
今
、
こ
れ
ら
の
伝
本
一

（
未
見
の
一
本
と
、
活
字
本
続
群
質
顆
従
に
つ
い
て
は
措
く
）
九
種
の
各
人
の
甘

首
の
記
載
恨
序
そ
の
他
に
よ
っ
て
生
ず
る
形
態
上
の
相
違
な
ど
か
ら
、
諸
本
を

第
一
類
、
第
二
期
の
二
類
に
分
期
す
る
こ
と
が
出
来
、
第
一
獣
は
更
に
こ
れ
を

a
、
b
の
二
種
に
分
け
う
る
。
そ
の
分
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
期
a
　
－
　
宮
内
庁
木

b
　
－
内
規
甲
本
、
島
原
本
、
彩
考
館
本
、
久
保
田
木
、
続
群
む

類
従
木

第
二
親
　
－
1
内
閲
乙
本
、
勧
修
寺
本
、
百
首
部
類
本

こ
の
分
類
の
基
準
と
な
る
点
に
つ
い
て
、
以
下
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

日
石
首
記
載
皿
序

第
一
類
本
は
、
a
、
b
と
も
詠
出
者
の
石
首
記
載
順
序
が
次
の
よ
う
に
な
っ



て
い
る
。御

製
、
三
宮
、
前
露
院
、
御
室
、
良
経
、
通
親
、
慈
円
、
忠
良
、
隆
房
、

季
経
、
経
家
、
釈
阿
、
隆
信
、
定
家
、
家
隆
、
重
光
、
寂
蓮
、
生
蓮
、
静

空
、
讃
岐
、
小
侍
従
、
丹
後
、
信
広

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
類
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

御
製
、
三
宮
、
御
宝
、
前
売
院
、
良
経
、
静
空
、
通
親
、
忠
良
、
信
広
、

降
房
、
慈
円
、
釈
阿
、
季
経
、
経
家
、
隆
信
、
昭
光
、
定
家
、
家
隆
、
生

還
、
寂
蓮
、
讃
岐
、
小
侍
従
、
丹
後

は
内
題

諸
伝
本
の
外
題
に
つ
い
て
は
、
書
誌
の
と
こ
ろ
で
記
し
た
と
お
り
で
あ
る

が
、
内
題
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
類
本
と
第
二
類
本
は
次
の
よ
う
に
、
は
っ

き
り
と
別
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
類
本
は
、
a
、
b
と
も

正
治
二
年
百
首
和
歌

の
内
題
を
持
ち
、
第
二
類
本
は
、

正
治
二
年
御
百
首

の
内
題
を
持
っ
て
い
る
。

川
歌
数
表
記
の
有
無

細
か
い
点
だ
が
、
百
首
内
の
各
部
立
ど
と
に
、
そ
の
歌
数
を
記
し
て
い
る
か

否
か
と
い
う
点
で
の
相
違
が
あ
る
。

第
一
類
本
は
、
第
一
番
目
の
百
首
で
あ
る
後
鳥
羽
院
の
百
首
に
つ
い
て
の

み
、
各
部
立
ご
と
に
、
春
二
十
首
、
夏
十
五
首
、
秋
二
十
首
…
…
…
と
、
部
立

の
下
に
歌
数
を
衷
記
し
、
以
下
二
十
二
人
の
百
首
に
つ
い
て
は
、
一
切
歌
数
を

記
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
類
本
は
、
後
鳥
羽
院
以
下
二
十
二
人
の
百
首
の
部
立
に
も

す
べ
て
歌
数
を
記
す
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
但
し
、
内
閑
乙
本
は
歌
数

表
記
の
な
い
所
も
あ
る
が
、
勧
修
寺
本
、
百
首
都
類
本
は
全
詠
出
者
の
部
立
に

歌
数
を
記
し
て
い
る
。

川
目
録
と
識
語

第
一
類
b
本
と
第
二
類
本
は
、
す
べ
て
巻
首
に
目
録
を
有
す
る
が
、
第
一
薫

a
本
は
そ
れ
を
持
た
な
い
。
第
一
類
b
本
の
目
録
と
第
二
類
本
の
目
録
と
は
相

違
が
あ
る
。

第
一
類
b
本
は
、
「
作
者
」
と
し
て
、
「
御
製
」
以
下
詠
出
者
名
を
掲
げ
る

が
、
そ
れ
は
、
日
で
述
べ
た
百
首
記
栽
順
と
は
異
な
る
所
が
あ
る
。
今
、
内
閣

甲
本
に
よ
っ
て
示
す
と
、
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

作
者

御
　
製

三
　
宮

後
京
極
摂
政

内
　
大
　
臣

中
納
言
信
広

入
道
三
位
俊
成
法
名
釈
阿

正
三
位
経
家

左
近
梅
少
将
従
四
位
上
定
家

従
四
位
下
家
陸

前
大
僧
正
慈
円

前
　
斎
　
院

小
　
侍
　
従

御
　
宝

吾
イ

入
道
左
大
臣
聖

大
納
言
忠
良

前
中
納
言
隆
一
停

正
三
位
季
経

大
境
m
従
四
位
上
範
光

従
四
位
下
隆
信

入
道
少
将
元
一
運
搬
柿
光
～
完
仕
上

寂
　
蓮

讃
岐
振
投
鰯
厨

丹
　
後

16

こ
れ
に
対
し
て
、

第
二
類
本
は
、
「
正
治
御
百
首
正
招
二
年
八
月
」
と
い
う

目
録
の
琉
作
を
有
し
、
「
作
者
」
と
し
て
掲
げ
る
と
こ
ろ
は
、
川
で
述
べ
た
百



首
記
載
順
序
と
合
致
し
て
い
る
。
今
、
紙
幅
が
な
い
の
で
全
体
を
引
用
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
が
、
第
二
類
本
の
特
徴
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
、
作
者
名
の
下

に
注
記
を
す
る
点
が
あ
る
。

沙
弥
静
空
臥
鑑
謡
実
質
左
大
将

権
大
納
言
忠
良
㍑
彊
語
願
順
聖
男

丹
後
甘
秋
門
院
女
房
源
何
行
女
折
損
政
卿
巳

な
ど
で
あ
る
。

識
語
に
つ
い
て
は
、
密
語
の
所
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
顆
a
本
の
み
が
有

し
、
第
一
類
b
本
、
第
二
類
本
と
も
、
そ
れ
を
有
し
な
い
。

出
歌
の
有
無

歌
の
有
無
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
諸
本
間
で
相
違
す
る
所
が
十
二
箇
所

ぁ
る
。
こ
れ
を
各
顆
ご
と
に
整
理
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
歌
が
有
る

も
の
に
つ
い
て
は
○
印
で
示
す
。

計

院

表
中
の
番
号
と
は
、
宮
内
庁
本
を
底
本
と
し
て
作
成
し
た
『
校
本
正
治
二
年

初
堅
旦
首
和
歌
』
　
（
未
発
表
）
に
、
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
歌
自
体

の
内
容
に
は
ふ
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
掲
げ
る
こ
と
は
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

右
の
蓑
に
於
い
て
、
艮
経
の
四
四
八
、
四
五
一
、
釈
阿
の
二
四
〇
の
歌

は
、
第
一
類
a
本
、
第
一
一
類
本
が
有
す
る
わ
け
だ
が
、
両
者
で
は
、
歌
の
位
置

が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
欝
一
類
a
本
は
、
部
立
内
の
配
列
か
ら
見
て

点
も
ふ
さ
わ
し
い
付
置
に
、
そ
れ
ら
の
歌
を
有
す
る
が
、
第
二
類
本
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歌
の
属
す
る
部
立
の
最
後
に
歌
を
置
い
て
い
る
。
第
一
類
a
本
の
位
置

が
正
し
い
こ
と
は
、
家
集
に
所
収
さ
れ
た
本
百
首
と
の
比
較
に
よ
っ
て
確
め
ら

れ
る
。こ

の
よ
う
に
、
第
一
期
a
本
は
歌
数
の
点
で
最
も
完
備
し
た
伝
本
で
あ

り
、
か
つ
、
歌
を
正
し
い
位
置
に
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
（
但
し
、
小
侍
従

の
歌
に
つ
い
て
は
、
節
一
類
a
本
を
含
め
て
諸
本
い
づ
れ
も
一
首
欠
い
て
九
十

九
首
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
。
）
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以
上
、
川
～
由
の
形
態
的
特
徴
に
よ
っ
て
諸
本
を
分
類
し
た
。
こ
の
他
に

も
、
定
家
の
百
首
の
奥
に
、
「
正
治
二
年
八
月
八
日
給
題
同
廿
五
日
詠
進
之
」

と
い
う
一
文
を
有
す
る
か
否
か
　
（
第
一
頬
ナ
シ
、
鐸
二
類
ア
リ
）
、
頭
は
、

中
納
言
得
業
信
広
の
百
首
の
輪
作
に
、
「
正
治
元
年
十
一
月
」
と
あ
る
か
否
か

（
第
一
類
ア
リ
、
第
二
翠
ナ
シ
）
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
応
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
諸
本
が
、
第
一
類
と
第
二
類
正
分
か
れ
、
囲
、
㈲

に
よ
っ
て
更
に
第
一
類
を
a
、
b
に
分
か
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ

ー
つ
0

≡
　
諸
伝
本
の
系
統

先
に
分
類
し
た
正
治
初
段
百
首
諸
伝
本
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
系
統
の

も
と
に
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
行
論
の
都
合
か
ら
、
こ
こ
で
一
つ
の
仮
説
を

立
て
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
際
の
要
件
は
、
先
の
川
～
出
の
分
類
基
準
で
あ

る
が
、
就
中
、
歌
の
有
無
で
あ
る
。

今
、
正
治
初
度
百
首
諸
伝
本
の
租
本
を
一
つ
に
想
定
し
て
、
そ
の
下
に
系
統

を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
図
中
の
祖
本
A
か
ら
F

は
、
仮
想
本
で
あ
る
。

ま
ず
、
担
本
A
は
、
詠
出
者
の
各
百
首
が
一
首
も
欠
け
る
こ
と
な
く
揃
っ

た
、
完
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
定
家
の
『
明
月

記
』
に
、
熟
慮
に
執
巌
を
重
ね
、
慎
重
に
清
書
し
て
奉
っ
た
な
ど
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
考
え
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
担
本
A
の
段
階
で
は
、
恐
ら
く
、
詠
出
者
の
百
首
は
編
某
さ
れ

た
形
で
な
く
、
l
人
ず
つ
の
百
首
詠
が
単
に
集
積
さ
れ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
目
録
に
つ
い
て
は
、
こ
の
段
階
で
既
に
存
在
し
て
い

（伝本系統想定図）
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図
中
A
～
F
は
仮
想
本
。
各
仮
想
本
間
に
は
、

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
簡
略
化
す
る
た
め
、

謎

　

主

人

2

0

）

銀

る

九
、
く
」
∵
」

全
し
除
∵
∴
べ

完
‖
け
∵
机
∴

も
っ
と
多
く
の
伝
写
過
程
が

実
線
で
結
び
示
し
た
。



た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
、
集
積
さ
れ
た
百
首
詠
に
添
え
ら
れ
た
だ
け
の

形
憩
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
日
録
は
、
一
類
b
本
の
よ
う
な
日
録
で
は

な
か
っ
た
か
。

仮
説
に
於
い
て
、
祖
本
A
I
B
段
階
で
、
五
三
、
四
四
八
、
四
五
二
六

〇
三
、
九
七
五
、
一
一
四
〇
、
三
一
〇
四
、
一
九
六
九
の
歌
と
、
小
侍
従
歌
二

〇
五
八
と
い
う
多
く
の
脱
落
を
私
が
想
定
す
る
の
は
、
本
百
首
が
、
二
千
首
以

上
と
い
う
大
部
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
宙
写
時
に
於
け
る
歌
の
脱
落
は
十
分
考

え
う
る
必
然
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
脱
落
の
う
ち
、
小
侍
従

の
二
〇
五
八
の
歌
の
脱
落
は
、
私
の
右
の
想
像
を
助
け
る
一
証
左
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
現
存
す
る
編
造
本
正
治
初
度
百
首
伝
本
は
、
す
べ
て
、
小
侍
従
の
こ

の
二
〇
五
八
の
歌
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
、
小
侍
従
の
独
自
に
伝
存
す
る
正

治
初
度
百
首
詠
で
あ
る
「
小
侍
従
集
別
水
」
　
（
島
原
公
民
館
蔵
松
平
文
庫
本
、

一
三
九
・
四
六
）
－
－
恐
ら
く
、
こ
れ
が
小
侍
従
の
正
治
初
珪
石
首
の
詠
進
時

の
形
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
－
を
見
る
と
、
こ
の
歌
を
有
し
て
お
り
、
本
来

的
に
完
備
し
て
い
た
こ
と
を
現
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
A
I
B
段
階
で
小
侍
従

歌
一
首
を
含
む
九
首
の
脱
落
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
所
以
で
あ

る
。
（
注
2
）

B
か
ら
二
つ
に
別
れ
、
C
、
D
へ
と
宙
写
さ
れ
る
と
考
え
る
、
そ
の
一
系
統

で
あ
る
C
に
つ
い
て
ま
ず
述
べ
る
。
C
段
階
で
、
単
に
集
積
さ
れ
た
だ
け
で
あ

っ
た
各
人
の
百
首
が
、
上
下
二
冊
に
編
去
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
一
類
本
の
石

首
記
載
順
序
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
C
が
脱
落
歌
を
完
全
に
、
正
し
い
位
置
へ

と
禰
い
つ
つ
事
写
さ
れ
た
の
が
、
E
の
一
類
a
本
で
あ
る
。
但
し
、
小
侍
従
の

歌
二
〇
五
八
に
つ
い
て
は
、
補
お
う
に
も
参
照
す
べ
き
小
侍
従
の
百
首
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
目
録
に
つ
い
て
は
、
C
本
段
階
で
本
文
が
編
毒
さ
れ
た
の
だ
が
、
日

録
だ
け
は
や
は
り
別
添
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
E
本
は
そ
の
ま
ま
受
け

継
ぎ
、
本
文
の
中
へ
招
じ
込
ま
な
い
で
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
別
添
の
目
録

は
い
つ
の
ま
に
か
紛
失
し
、
本
文
の
み
で
日
録
を
欠
く
伝
本
、
第
一
期
a
本
が

出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

C
I
F
の
系
統
を
考
え
て
み
よ
う
。
C
本
は
F
本
へ
と
宙
写
さ
れ
た
が
、

そ
の
段
階
で
、
別
添
で
あ
っ
た
目
録
は
本
文
の
中
へ
綬
じ
込
ま
れ
た
。
し
か

し
、
脱
落
歌
に
つ
い
て
は
、
全
く
捕
わ
れ
な
い
ま
ま
伝
わ
っ
た
。
こ
れ
が
一
類

b
本
で
あ
る
。
百
甘
記
裁
順
序
は
、
盈
本
C
段
階
で
編
葦
さ
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
一
類
a
本
と
同
じ
憶
で
あ
る
。

で
は
、
も
う
一
方
の
告
写
過
程
、
二
類
本
の
方
を
考
え
て
み
よ
う
。
祖
本
A

か
ら
多
く
の
脱
落
を
経
た
B
本
は
、
次
の
段
階
B
I
D
で
、
目
録
と
本
文
第

二
昔
日
の
百
首
で
あ
る
院
の
百
首
を
そ
っ
く
り
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
一

か
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
D
本
は
、
各
人
の
百
廿
．
を
各
日
首
の
鉛
作
に
あ
　
1
9

る
作
者
撃
き
に
従
っ
て
一
冊
に
編
纂
し
、
そ
れ
と
合
致
し
た
目
録
を
新
た
に
作
　
一

成
し
、
脱
落
歌
に
つ
い
て
は
、
軍
え
る
も
の
の
み
、
家
集
な
ど
を
見
て
補
入
し

た
（
四
四
八
、
四
五
二
　
二
四
〇
）
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
な
く
な
っ
て
い
た
院
の
百
首
に
つ
い
て
は
、
補
充
す
べ
く
捜
さ
れ
た

結
果
、
こ
れ
を
本
来
A
本
時
点
で
有
し
て
い
た
院
の
百
首
（
一
類
本
系
院
百
舌
、

す
な
わ
ち
、
扉
、
扉
、
伊
を
有
す
る
百
首
）
と
は
導
っ
、
別
の
院
の
百
首
（
離

村
、
相
を
有
し
な
い
百
肯
）
で
補
充
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

院
の
百
首
を
め
ぐ
っ
て
は
、
後
鳥
羽
院
御
集
中
の
正
治
初
鰹
石
首
と
編
基
本

と
で
、
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
従
来
そ
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
私
は
、
御
集
中
の
首
肯
が
最
終
稿
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
編
基

本
正
治
首
肯
が
祖
本
A
段
階
で
有
し
、
C
へ
と
伝
写
さ
れ
た
の
は
院
の
第
二
次

董
稿
本
で
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
院
の
百
首
は
、
も
う
〓
ノ
、
第
一



次
草
稿
本
と
も
言
う
べ
き
百
首
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
D
本
段

階
で
編
纂
本
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
百
首
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。
つ

ま
り
、
私
は
、
院
の
一
難
本
系
百
首
が
、
第
一
次
草
稿
で
あ
り
、
二
類
本
系

百
首
が
、
壁
一
次
草
稿
で
あ
り
、
御
集
中
百
首
が
、
最
終
稿
で
あ
る
と
い
う
考

え
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
詳
し
く
論
拠
を
あ
げ
て
述
べ
ね

ば
な
ら
な
い
。
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
り
た
い
。
（
誓
）

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
一
類
a
、
b
、
二
類
と
い
う
形
態
的

特
徴
を
持
っ
た
伝
本
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
が
、
私
の
仮
説
で
あ

る
。
今
後
の
検
証
を
翼
す
る
一
仮
説
と
し
て
お
き
た
い
。
（
注
4
）

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
仮
説
の
も
と
に
、
現
存
諸
伝
本
の
相
互
関
係
を
ど

の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
各
伝
本
の
性
格
を
、
異
文
に
注

目
し
て
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
考
察
に
代
え
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
B
本
か
ら
C
、
D
本
に
別
れ
て
か
ら
は
、
以
後
、
両
者
間
で
本
文
の

校
合
な
ど
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
軍
え
る
。
例
え
ば
、

秋
く
る
ゝ
か
ね
の
響
は
す
か
原
や
伏
見
の
里
の
冬
の
あ
か
つ
き
　
（
五

八
、
後
鳥
羽
院
冬
）

と
い
う
一
類
本
の
本
文
に
対
し
て
、
二
類
本
は
、
第
五
句
を
「
冬
の
あ
け
は

の
」
と
す
る
。
ま
た
、

時
雨
つ
ゝ
よ
も
の
紅
葉
葉
ふ
り
は
て
ゝ
あ
ら
れ
そ
落
る
庭
の
木
の
葉
に

（
二
五
九
、
式
子
内
親
王
冬
）

と
い
う
一
類
本
に
対
し
て
、
二
類
本
は
、
第
五
句
を
「
庭
の
未
蔭
に
」
と
す

る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
は
対
立
す
る
本
文
を
有
し
、
そ
の
箇
所
に
校
合
の
様
子

は
見
え
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
両
類
間
で
歌
の
有
無
が
あ
る
点

か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
類
間
で
校
合
な
ど
が
行

な
わ
れ
た
な
ら
ば
、
歌
の
有
無
の
あ
る
所
で
は
、
稲
入
さ
れ
た
り
、
或
は
、
「
イ

エ
バ
ナ
シ
」
な
ど
と
何
ら
か
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。

一
類
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
類
本
は
、
a
本
b
本
共
に
、
次
の
よ
う
な
異

文
表
記
を
持
つ
。

を
ち
1
つ

あ
ら
し
吹
さ
や
か
た
山
に
雲
き
え
て
月
影
た
～
む
せ
と
の
白
浪
（
一
四

八
、
惟
明
親
王
秋
）

こ
ゑ
イ

月
影
に
千
鳥
妻
よ
ふ
明
か
た
の
衷
た
ち
そ
ふ
波
の
上
か
な
　
（
〓
ハ
六
、

惟
明
親
王
冬
）

は
と
、
イ

な
か
き
夜
の
夢
さ
め
よ
と
や
に
は
つ
鳥
明
ゆ
く
空
を
人
に
つ
く
ら
む

（
三
九
四
、
守
覚
法
親
王
烏
）

但
し
、
彰
考
館
本
の
み
、
「
を
ち
の
自
浪
」
　
「
狼
の
こ
ゑ
か
な
」
　
「
明
ゆ
く
は

と
を
」
と
い
う
本
文
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
「
イ
」
と
表
記
さ
れ
た
異
本
と

は
、
彰
考
銘
木
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
類
本
に
轟
込
ま
れ
た
異
文
と

彰
考
館
本
本
文
と
が
一
致
す
る
例
は
、
正
治
初
皮
百
首
全
体
に
わ
た
っ
て
見
ら

れ
、
彰
考
館
本
が
異
本
で
あ
る
と
す
る
と
、
う
ま
く
片
付
く
の
だ
が
、
そ
う
は

考
え
ら
れ
な
い
。

一
類
b
本
と
し
た
内
閣
甲
本
、
島
原
本
、
彰
考
飴
本
、
久
保
E
本
の
四
本

は
、
い
ず
れ
も
番
写
体
裁
や
字
母
ま
で
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
恐
ら
く
は
、

同
一
の
親
木
F
本
か
ら
出
た
兄
弟
本
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す

る
と
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
彰
考
館
本
が
、
他
の
三
本
に
対
し
て
多
く
の
異
文
を

持
つ
と
い
う
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
や
は
り
、
異
文
表
記
は
、
C
本
段
階
で

入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彰
考
餌
木
発
生
以
前
で
あ
る
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
彰
考
館
本
が
一
見
異
本
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
本
文
を
有
す
る
理
由

20



は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
C
本
段
階
で
既
に
異
本
と
校
合
さ
れ
、
異
文

表
記
を
も
っ
た
形
で
伝
写
さ
れ
た
F
本
が
、
内
閣
甲
本
、
島
原
本
、
彰
考
館

本
、
久
保
田
本
に
宙
写
さ
れ
る
際
、
彰
考
館
本
以
外
の
三
本
は
、
異
文
表
記
の

を

ち

イ

　

　

　

　

　

こ

ゑ

イ

　

　

　

　

ほ

と

イ

所
を
親
本
ど
お
り
忠
実
に
、
「
せ
と
の
白
波
」
　
「
狼
の
上
か
な
」
　
「
明
ゆ
く
空

を
」
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
彰
考
館
本
は
親
木
の
異
文
表
記
箇
所
に
つ
い
て
、

理
解
を
主
と
し
た
校
訂
的
態
度
で
の
ぞ
み
、
「
イ
」
と
あ
る
異
文
を
本
文
中
に

勝
手
に
と
り
込
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
詳
細
に
見
て
ゆ
く
と
次
の
よ
う
な
例
を
捜
し
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

あ
ら
・
イ

山
嵐
に
汀
の
浪
は
た
か
く
と
も
な
を
霧
ふ
か
し
宇
治
の
河
風
　
（
五
〇
、
後

鳥
羽
院
秋
）

と
い
う
一
類
本
の
本
文
に
対
し
て
、
彰
考
館
本
は
、
「
山
武
に
汀
の
浪
は
あ
ら

い
と
も
」
と
い
う
文
法
的
に
不
審
な
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
異
文
を
本
文
に

と
り
込
む
際
、
つ
い
、
異
本
の
「
イ
」
字
の
字
音
に
ひ
か
れ
て
、
「
あ
ら
い
」

と
吉
写
し
て
し
ま
っ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

少
々
、
本
筋
か
ら
離
れ
た
が
、
結
局
の
所
、
一
類
本
が
異
本
と
し
て
校
合
し

た
本
は
、
現
存
し
な
い
（
或
は
未
報
告
の
）
伝
本
で
、
歌
数
の
点
か
ら
見
れ
ば

祖
本
A
が
脱
落
を
経
た
後
の
B
本
と
同
じ
形
態
の
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

さ
て
一
類
a
本
と
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
本
は
、
霊
元
天
皇
屋
撃
の
外
題
を
も

っ
た
善
本
で
、
文
字
も
美
欝
で
あ
る
。
脱
落
歌
を
補
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
（
細

入
の
あ
と
は
見
え
な
い
）
、
歌
数
の
点
で
最
も
完
備
し
た
伝
本
と
な
っ
て
い
る
。

一
類
b
本
の
う
ち
、
彰
考
館
本
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

他
四
本
の
う
ち
、
島
原
本
と
久
保
田
本
は
巻
首
の
目
録
に
、
そ
の
作
者
の
詠
作

が
、
上
下
各
冊
の
何
番
目
に
入
っ
て
い
る
か
を
右
肩
に
注
記
し
て
い
る
。
こ
れ

を
島
原
本
は
朱
で
も
っ
て
し
、
久
保
田
本
は
封
で
も
っ
て
す
る
。
本
文
的
に
も

両
者
は
近
似
し
て
い
る
。

内
閲
甲
本
は
比
較
的
、
誤
写
・
誤
脱
が
多
く
、
或
は
、
彰
考
舘
本
、
島
原

本
、
久
保
田
本
の
下
位
に
来
る
本
か
も
知
れ
な
い
。

競
群
む
類
従
本
は
、
内
閣
甲
本
を
苔
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
園
甲
本
は
、

日
録
の
所
で
、
讃
岐
と
丹
後
の
注
記
を
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

讃
　
岐
虹
鵠
賢
の

丹
　
後

こ
れ
は
、
他
本
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
「
宜
秋
門
院
女
房
」
と
い
う
注
記
は
、
丹

後
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
明
白
で
あ
る
が
、
多
分
、
内
閣
甲
本
が
親

木
を
苔
写
す
る
際
、
右
側
の
讃
岐
に
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
誤
っ
て
昏
写
し
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
続
群
書
類
従
は
こ
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
お
り
、
活
字

本
に
至
っ
て
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
本
文
を
見
比
べ
る

と
、
続
群
書
類
従
本
は
内
閣
甲
本
の
子
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
続
群
容
甑
従
本
は
後
鳥
羽
院
の
百
首
の
所
に
朱
の
書
入
れ

が
あ
る
。
こ
れ
は
後
鳥
羽
院
の
百
首
に
つ
い
て
は
、
後
鳥
羽
院
徴
集
一
本
で
以

っ
て
校
合
し
、
校
異
を
霹
入
れ
た
た
め
で
あ
る
。
但
し
、
御
集
中
の
百
首
と
の

歌
の
出
入
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

こ
の
写
本
が
活
字
本
と
な
る
時
、
活
字
本
の
奥
む
に
あ
る
よ
う
に
、
版
本
石

首
部
類
と
校
合
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
本
文
整
備
と
い
う
意
味
で
、
写
本
に
あ
っ

た
朱
の
青
入
れ
（
御
集
と
の
異
同
）
を
本
文
に
と
り
込
ん
だ
り
、
百
首
部
類
と

の
異
同
も
異
文
表
記
せ
ず
に
本
文
に
と
り
込
ん
だ
り
さ
れ
た
所
が
あ
る
。
従
っ

て
、
活
字
本
の
競
群
婁
類
従
は
本
来
的
な
伝
本
の
姿
と
は
一
言
え
ず
、
御
集
と
盲

首
部
類
本
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
た
本
文
な
の
で
あ
る
。
私
が
ま
ず
校
本
の
作
成

を
志
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ
っ
て
い
る
。
正
治
初
だ
百
首
の
研
究
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を
手
近
に
見
ら
れ
る
唯
一
の
活
字
本
で
あ
る
続
群
密
如
従
本
で
進
め
る
こ
と

は
、
多
く
の
危
険
性
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
二
類
本
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
二
類
本
の
内
閣
乙
本
、
初
値
寺

本
、
版
本
は
共
通
し
た
本
文
を
持
ち
、
D
本
を
親
本
と
す
る
兄
弟
本
程
度
に
考

え
て
い
る
。
但
し
、
異
本
と
の
交
渉
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
二
類
本
の
う

ち
、
勧
修
寺
本
と
版
本
と
が
よ
り
親
密
な
関
係
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、

名
に
高
き
富
野
の
山
の
春
よ
り
や
雲
に
桜
を
ま
か
へ
初
け
ん
　
（
一
一
一

三
、
俊
成
春
）

と
い
う
内
閣
乙
本
（
一
類
本
も
同
じ
）
の
本
文
に
対
し
て
、
勧
修
寺
本
と
版
本

花
イ

だ
け
は
、
第
三
句
に
「
春
よ
り
や
」
と
い
う
異
文
を
記
し
て
い
る
。
同
じ
く
、

思
ひ
寝
の
夜
半
の
夢
路
の
は
と
1
ぎ
す
心
の
空
に
一
こ
ゑ
そ
き
く
　
（
l

四
二
四
、
家
隆
夏
）

内
イ

と
い
う
内
閲
乙
本
（
一
類
本
も
同
じ
）
の
本
文
に
対
し
て
、
第
四
句
を
「
心
の
空

に
」
と
す
る
の
が
掛
値
寺
本
、
阪
本
な
の
で
あ
る
。

一
方
右
の
よ
う
な
例
に
対
し
て
、
二
類
本
の
う
ち
の
内
閣
乙
本
の
み
が
異
文

豪
記
を
有
す
る
場
合
も
あ
る
。

を
の
つ
か
ら
そ
こ
と
も
知
ら
ぬ
月
は
み
つ
暮
な
は
な
け
の
花
を
た
の
み
て

（
三
二
七
、
定
家
春
）

も
’
1

と
い
う
歌
の
第
三
句
を
、
内
閲
乙
本
の
み
「
月
は
み
つ
」
と
す
る
場
合
で
あ

る
。従

っ
て
、
二
類
本
の
う
ち
、
内
問
乙
本
が
校
合
し
た
異
本
と
、
勧
修
寺
本
、

版
本
が
校
合
し
た
異
本
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
体
、
二
類

本
が
校
合
に
用
い
た
二
つ
の
異
本
と
は
ど
の
よ
う
な
伝
本
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
二
類
本
に
属
す
る
三
伝
本
が
有
す
る
異
文
表
記
箇
所
を
調
べ
て
み

る
と
、
そ
れ
が
あ
る
の
は
、
勧
倍
寺
本
、
版
本
で
は
、
院
、
俊
成
、
定
家
、
家

隆
、
生
蓮
の
百
首
の
所
の
み
で
あ
り
、
内
閣
乙
本
で
は
、
定
家
の
百
首
の
所
の

み
で
あ
る
（
但
し
、
内
閲
乙
本
は
、
正
治
初
段
百
首
全
体
に
、
併
青
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
俳
書
に
つ
い
て
は
、
内
容
か
ら
見
て
、
全
て
見
せ
消
ち
に
あ
た
る
も

の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
は
除
く
）
。

す
る
と
、
二
類
本
の
異
文
表
記
箇
所
は
部
分
的
に
片
寄
っ
て
お
り
、
こ
こ

は
、
編
笛
木
の
正
治
初
皮
百
首
を
異
本
と
し
て
新
た
に
憩
定
す
る
よ
り
も
、
各

歌
人
の
家
集
に
収
め
ら
れ
た
正
治
初
度
百
首
詠
、
或
は
独
自
に
伝
存
し
た
個
人

別
の
正
治
初
度
百
首
の
類
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

尚
、
蛇
足
な
が
ら
、
勧
修
寺
本
と
版
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
兄
弟
本
程
度
と

考
え
て
い
る
旨
、
述
べ
た
が
、
安
の
と
こ
ろ
、
私
は
、
勧
修
寺
本
は
版
本
を
書
写

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
調
査
が
必
要
な
の
で
断
定
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
よ

う
な
感
想
を
有
す
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

勧
修
寺
家
旧
蔵
本
に
は
、
百
首
歌
が
多
い
。
調
査
し
た
所
で
は
、
次
の
百
首

歌
が
蔵
本
と
し
て
数
え
ら
れ
た
。
日
録
の
頂
に
掲
げ
る
。

弘
長
百
首
　
宝
治
百
首
　
某
元
百
首
　
建
保
百
首
　
久
安
百
首

正
治
百
首
（
前
後
）
　
　
延
文
盲
首
　
永
享
百
首
　
将
軍
家
石
首

為
忠
百
首
　
五
社
百
首
　
亀
山
股
七
百
首

こ
の
他
に
、
「
和
歌
百
首
」
も
あ
る
が
、
右
に
掲
げ
た
百
首
は
、
い
ず
れ
も
元

禄
十
三
年
刊
の
版
本
百
首
部
顆
に
所
収
さ
れ
て
い
る
百
首
で
あ
る
（
但
し
、
百

首
部
類
に
は
、
こ
の
他
に
「
白
河
殿
七
百
首
」
が
あ
る
）
。

こ
れ
ら
勧
倍
寺
家
旧
蔵
の
百
首
歌
は
、
す
べ
て
写
本
で
あ
り
、
同
装
幌
で
あ

る
。
こ
の
事
実
は
、
版
本
百
首
部
類
が
、
勧
倍
寺
家
蔵
本
の
提
供
に
よ
っ
て
上

梓
さ
れ
た
と
も
考
え
う
る
。
安
井
久
喜
氏
は
、
『
宝
治
二
年
院
百
首
と
そ
の
研
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究
』
　
（
笠
間
書
院
、
昭
和
四
六
年
）
の
中
で
、
宝
治
首
首
の
勧
修
寺
本
を
調

査
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
氏
は
勧
倍
寺
本
を
版
本
石
部
恋
の
祖
本
的
存
在
と

位
置
づ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
（
三
七
九
頁
）
。

も
と
よ
り
安
井
氏
の
御
見
解
に
異
議
を
申
し
立
て
る
も
の
で
は
な
い
が
、
勧

修
寺
家
旧
薩
の
百
首
歌
の
一
つ
「
五
社
膏
首
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
付

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
お
く
。

貞
治
三
年
八
月
廿
三
日
昏
写
畢

為
か
湘
也

羽
林
郎
将
藤
判

右
以
奥
書
本
一
校
了

林
和
泉
抹
板
行

（
両
．
封
）

肝
心
の
「
林
和
泉
按
板
行
」
の
部
分
に
は
、
虫
損
が
あ
り
、
推
定
に
と
ど
ま
る

の
だ
が
、
版
本
を
苔
写
し
た
際
、
刊
記
ま
で
宙
写
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
五
社
石
首
だ
け
版
本
百
首
部
類
を
苔
写
し
て
蔵
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

お
わ
日
ソ
に

以
上
、
憶
測
を
も
交
え
つ
つ
、
正
治
初
度
百
首
の
伝
本
系
統
に
つ
い
て
述
べ

た
。と

こ
ろ
で
、
今
日
伝
存
す
る
正
治
初
皮
百
首
の
伝
本
は
す
べ
て
二
十
三
人
の

百
首
を
収
め
る
が
、
祖
本
A
の
時
点
に
遡
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
本
来
的
に
二
十

三
人
の
百
首
を
収
め
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
念
を
抱
か

せ
る
の
は
、
「
伝
本
と
そ
の
昏
誌
」
の
茸
で
紹
介
し
た
宮
内
庁
苔
陵
部
本
の
識

語
で
あ
る
。
こ
の
識
語
に
つ
い
て
、
諸
本
の
系
統
を
考
察
す
る
際
ふ
れ
な
か
っ

た
の
は
、
そ
れ
が
極
め
て
重
大
な
、
か
つ
不
可
思
議
な
問
題
を
提
示
し
て
い
る

か
ら
で
あ
り
、
別
稿
を
以
っ
て
詳
述
し
た
い
と
い
う
気
持
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
識
語
を
無
視
し
て
稿
を
終
え
る
の
も
心
残
り
で
あ
る
の
で
、

伝
本
系
統
に
か
か
わ
る
点
に
つ
い
て
の
み
ふ
れ
て
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

宮
内
庁
青
陵
部
本
の
㍊
語
に
よ
る
と
、
「
中
納
言
得
業
信
広
」
の
百
首
は
、

そ
れ
を
載
せ
る
本
と
載
せ
な
い
本
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
中
納
言
得
業
信

庶
於
流
布
本
著
無
此
作
者
、
所
載
戎
本
也
）
。
そ
し
て
、
こ
の
人
物
に
不
審
の

念
を
抱
い
て
い
る
（
若
被
追
加
欺
、
位
署
昏
様
不
審
）
。

当
初
、
正
治
初
度
百
首
は
二
十
三
人
で
は
な
く
、
二
十
二
人
で
構
成
さ
れ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
す
な
わ
ち
、
「
中
納
言
得
業
信
広
」
の
百
首
は
な
か

っ
た
（
も
ち
ろ
ん
、
日
録
に
も
そ
の
名
は
な
か
っ
た
）
。
そ
れ
が
二
十
三
人
本

に
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
第
二
類
本
の
親
木
で
あ
る
D
本
に
於
い
て
で
あ
り
、
第
一

類
本
の
親
木
C
本
は
、
こ
の
D
本
を
見
て
「
中
納
言
得
業
信
広
」
の
百
首
を
と

り
入
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
（
然
而
依
見
及
雷
入
）
。
宮
内
庁
雷
陵
部

本
の
識
語
も
、
こ
の
時
点
で
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

で
は
な
ぜ
、
「
中
納
言
得
業
信
広
」
の
百
首
が
D
本
段
階
で
入
れ
ら
れ
た
の

か
。
い
っ
た
い
「
中
納
言
得
業
楕
広
」
と
は
誰
な
の
か
。
疑
問
は
次
々
と
湧
い

て
く
る
が
、
正
治
初
度
百
首
は
現
存
の
形
で
は
な
く
、
当
初
は
二
十
二
人
本
で

あ
っ
た
と
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
、
な
お
続
稿
に
供
ち
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
四
年
十
月
稿
）

＜
注
∨

（
注
1
）
　
こ
の
伝
本
に
つ
い
て
、
久
保
田
淳
氏
が
、
『
今
物
語
・
隆
房
集
・
東

京
随
肇
』
　
（
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
昏
店
、
昭
和
五
四
年
五
月
）
の
附
録

7
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
成
稿
後
、
拝
見
し
た
の
で
、
こ
こ
に
注
と

23



し
て
付
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

久
保
田
氏
の
御
報
告
の
要
点
に
従
っ
て
、
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
日
録
瑞

啓
か
ら
欠
歌
に
至
る
ま
で
、
第
二
類
本
と
同
様
の
形
態
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
但
し
、
第
二
類
本
諸
本
が
欠
く
定
家
の
春
の
歌
（
l
三
〇
四
）

に
つ
い
て
は
、
こ
の
伝
本
、
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
又
、
注
記
の
小

紙
片
は
、
こ
の
伝
本
の
み
の
特
徴
で
あ
る
ら
し
い
。

私
は
、
こ
の
伝
本
を
落
札
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
下
見
会
で
見
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
。
久
保
田
氏
の
御
報
告
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
注
2
）
　
「
小
侍
従
集
別
本
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
正
治
初
度
百
首
研
究
の
た

め
に
　
ー
　
『
小
侍
従
集
別
本
』
の
解
題
と
翻
刻
　
－
　
」
　
（
『
研
究
と
資
料
』

第
二
輯
昭
和
五
四
年
十
二
月
）
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

（
注
3
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
後
鳥
羽
院
の
『
正
治
初
皮
百
首
詠
』
改

作
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
昭
和
五
四
年
秋
の
中
古
・
和
歌
合
同
大
会
で

発
表
し
た
。

（
注
4
）
成
稿
後
、
都
立
大
学
大
学
院
の
武
井
和
人
氏
よ
り
、
『
実
隆
公
記
』

に
次
の
よ
う
な
記
述
の
あ
る
こ
と
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

文
明
十
七
年
正
月
廿
四
日
丁
未
翼
（
中
略
）

及
晩
自
室
町
殿
被
召
雑
草
、
正
治
百
首
内
、
御
製
、
式
子
内
親
王
、
後
京

極
摂
政
、
守
覚
法
親
王
、
定
家
、
家
隆
等
卿
以
上
六
人
分
被
新
写
之
加
校

合
可
進
上
之
由
也
、
明
日
可
沙
汰
進
上
之
由
申
入
之
、
政
行
奉
云
々
、

廿
五
日
戊
申
暗
、
滋
野
井
朝
檎
相
伴
、
被
携
中
酒
、
正
治
百
首
加
校
合
午

後
進
上
之
、
入
夜
子
下
郡
、
以
郵
便
武
田
小
三
郎
、
彼
校
合
事
早
速
沙
汰

（
旨
）

進
上
喜
思
食
之
由
、
自
室
町
殿
被
仰
下
、
畏
入
口
U
、

廿
八
日
辛
亥
暗
（
中
略
）
及
昏
自
室
町
殿
為
二
階
堂
消
口
正
治
御
百
首
内
申

納
言
得
業
信
広
詠
窃
一
巻
被
送
下
之
、
此
顎
於
何
集
有
所
見
哉
作
者
御
不

（条）

審
可
勘
申
口
由
也
、
更
不
得
才
学
、
凡
署
之
様
書
中
納
言
得
業
之
□
不
審

之
由
申
入
了
、

こ
の
記
録
に
よ
る
と
、
義
尚
が
実
隆
に
正
治
百
首
を
青
写
校
合
さ
せ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
又
、
廿
八
日
の
桑
で
は
、
中
納
言
得
業
信
広
を
め
ぐ
っ
て

不
審
で
あ
る
事
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
宮
内
庁
宙
陵
部
本
の
識

語
を
想
像
さ
せ
、
恐
ら
く
は
、
こ
こ
に
言
う
室
町
殿
本
が
宮
内
庁
青
陵
部

本
の
親
木
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
更
に
他
の
記
録
類
を

も
捜
し
て
、
正
治
百
首
の
伝
本
系
統
を
検
証
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

＜
付
記
∨

本
稿
は
、
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
り
、
終
始
御
指
導
を
賜

わ
っ
た
稲
賀
敬
二
先
生
に
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
伝
本
調
査
に
あ
た
っ
て
の

各
文
庫
の
御
好
意
に
感
謝
致
し
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
橋
本
不
美
男
先
生
、
東
京
大
学

の
久
保
田
淳
先
生
に
は
、
御
多
用
の
中
、
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
尚
、

本
稿
で
紹
介
し
た
久
保
田
本
は
、
久
保
田
先
生
の
御
好
意
に
よ
り
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
記
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－
　
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
　
－
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